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確認~・司E袋攻と談話品骨造(宮崎)
確認要求表現と談話構造









































































































































































































ここでは、残る第2類の f_ジャナイカ」、すなわち、 f_ンジャナイカJ の位置付けについて考
える。


































































































































































































{4a! おまえ、鳥居抵{??だろう / じゃないか}? 








l !tl らかにし、記述のレベルを説明のレベルにまで深めたつもりである。しかし、同時に、 i災抑的~.
'f(liが~rtlすぎることも事笑であろう。今後、実証的 ・ 記述的なTM を ~rtl化する必要性を感じている。ま
た、本AI':jで|四分に議論することのできなかった問題も、多々の:する。具体的には、 r_ネ」や f_ヨ
ネ」を含めた、確認ー要求笈~~見全体の体系を柿き :Hすこと、 f_ ジャナイカ」 の第 l 類と釦 2 矧の関係




(1) ft{g，æ~;J<のJtJl'):を基本('~>:C:ìX l!主である Wt iìtからの派生・移行と考える先行研究としては、~1I1 (1984)や日191f付
(1990) .ゑ;;主 (1995)などがある.
(2) J出，j>:的には、森1 (1992)、金ぷ (1992)むI，;Jじ立場である.
(3) む つ とむ、|旬、、鈴lt性が希iW~ ことを.f1J)1Jして、 どちら銭でしょ うか?Jのような待逃的な!日iぃ僻けに使われる
ということはある。 この場合、必ずT~体 (r_デショウカ?j)になる.
(4) 例えば、.f.E!1 (1984)では r.念おし(.Jなたずねる文j l: fたんなる;念おしの文」、問野村(1990)で1 q{ll占U1'必
~;RJ と F 事実的~tæ袈〉丸、本ILI (1992)では r{，可い慢の隊認」と fj'lし付IJH，'Iの確泌J、郷 (992)では ffr(f.必欲
求」と「必ぷ攻:ボ」、 ilil(l993)では r~{r; :j'(倣必要求J と r;~t~波l喚起ムニ:む(1996) で11 r命題倣必の~求」 と
r~1Iぷ倣泌の裟〉比」と呼んでI.><))IJ している.








(7) 安途(1991)、同 (1995)は、疑問文の条件を検討したよで、[確認要求の f_ジャナイカ」を平叙文に踏み込んだ
形式と特徴付けている。





(10) もちろん、 側の f_ ジャナイカJ は第1鎖の f_ ジャナイカJ である。上昇~~にすると第 2 類になり 、 使用可能と
なる。
(1) 本的では、一応、 「ー ジャナイカJの第UJiと第2第iを別例に扱ったが、このような鋭鋭から、両手?の|刻係につい
て検討する必要があろう"
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